
マネジメントメッセージ
中期経営計画の達成に

向けた戦略イントロダクション
持続的な成長を支える

サステナビリティ推進の取り組み データ集
グローバル事業展開／

地域別成長戦略
持続可能な

企業価値向上に向けて 20日立建機グループ 統合報告書 2024

BUSINESS MODEL OUTPUT OUTCOME

気候変動に挑む製品・技術開発

資源循環型ビジネスへの転換
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新車販売 レンタル

部品販売・サービス

日立建機グループが
注視する外部環境

地球温暖化の進行

経営戦略の柱

ビジネスモデル

顧客に寄り添う革新的ソリューションの提供

米州事業の拡大

バリューチェーン事業の拡充

人・企業力の強化

Kenkijinスピリット　Challenge Customer Communication

財務資本（2023年度実績）
• 親会社株主持分（自己資本）：7,634億円
• ネット有利子負債：4,321億円
• 連結配当性向：34.2%

人権を尊重し、
多様な人財が
活躍すること
で、長期的な
企業価値向上
につなげ、持
続的な社会の
発展に貢献

デジタルを活
用 した「多 様
なデータの連
携」と「製品の
進化」により、
お客さまの課
題を解決

省資源と廃棄
物発生抑制、
製 品 長 寿 命
化、循環利用
により、顧 客
価値の最大化
と資源消費の
最小化を両立

温室効果ガス
の排出抑制、
気候変動影響
への対応によ
り、環境負荷
を低減

知的資本
• 研究開発費：314億円（2023年度実績）
• 海外特許出願比率：30%以上
• 各種特許権、現場運営のノウハウ

社会・関係資本
• 情報通信端末搭載機：全世界で約46.4万台（2024年3月末時点）
• グローバル９事業部の販売ネットワーク
• 世界100以上の国と地域で事業を展開

製造資本
• 生産拠点：国内13カ所、海外10カ所
• グローバル拠点への投資拡大（2027年度までに500億円）
• グローバルな部品再生事業の展開

人的資本
• 連結従業員数：26,230名（2024年3月31日現在）
• 多様な地域の従業員：日本39.2%、海外60.8%（2024年3月31日現在）
• 独立社外取締役5名（女性2名を含む）

自然資本（2023年度実績）
• 素材投入量：415,600t
• エネルギー投入量
　　電気：318,887 MWh
　　燃料油：3,931 kl
　　ガス：30,838千m³
• 水使用量：1,200 千m³
• 化学物質投入量：987t

DXの加速

資源の大量消費と枯渇

生物多様性の損失

安全・品質への要請

地政学リスクの増加

自然災害に強い
インフラの整備

労働人口の減少

サーキュラー
エコノミーへの転換

人権課題／
サプライチェーン

マネジメントへの要請

企業統治における
透明性の確保

価値創造プロセス
日立建機グループは、「豊かな大地、豊かな街を未来へ 　安全で持続可能な社会の実現に貢献します」のビジョンを実現すべく、お客さまの期待に応え、
革新的な製品・サービス・ソリューションを協創し、ともに新たな価値を創造し続けます。取り組みにおいては、マテリアリティに紐づく KPI（重要業績評価指標）を
定義してその達成を積み上げ、事業活動を通じて社会課題を解決し、中長期の持続的な企業価値向上を実現していきます。

持続可能な
企業価値向上に向けて

2025 年度目標 2030 年度目標

CO2 削減（総量）

製品使用時
(Scope3 カテゴリー 11) 2010 年度比

▲ 22% ▲ 33%

自社生産 (Scope1+2) ▲ 40% ▲ 45%

2025 年度目標 2030 年度目標

資源循環

< バリューチェーン >
部品再生による再利用重量増加率 2022 年度比 +40% +150%

< 廃棄物 >
再資源化率（国内） ― 94% 99.5%

以上をめざす

サーキュラー
エコノミー
推進による
地域共生

保証付き中古車の販売台数伸び率

2022 年度比

+5% +10%

日本国内のレンタル稼働率
(3 製品合計 ) +4% +9%

グローバルガバナンスの強化

2025 年度目標 2030 年度目標

ダイバーシティ、エク
イティ & インクルー

ジョン

男女別の管理職比率（連結） 女性 13%　男性 15% 男女同率化をめざす

海外グループ会社の
GM 以上の現地化比率 75% 87%
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部品・本体の再生

中古車整備・再販

再資源化

再生
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中期経営計画　BUILDING THE FUTURE 2025 未来を創れ
革新的ソリューションの提供で真のソリューションプロバイダーとしての成長をめざす 財務目標

中期経営計画　2025年度目標
<成長性> バリューチェーン比率　50%以上
<収益性> 調整後営業利益率　13%以上
<安全性> ネットD/Eレシオ　0.40以下
<効率性> ROE　13%以上　 ROIC　9%以上

日立建機グループの
マテリアリティ

気候変動に挑む
製品・技術開発

社会基盤を支える
個客課題の解決

資源循環型
ビジネスへの転換

グローバル
ガバナンスの強化

社会基盤を支える個客課題の解決

2025 年度目標 2030 年度目標

安全性向上 当社建機起因の事故低減機能の搭載 人と機械の協調
制御実現

転倒・接触死亡事故
「ゼロ」への貢献

生産性向上 生産性向上に寄与する
製品・システムの開発・拡充

取り組み状況の
開示

自動化・省力化建機
の標準化をめざして

ライフサイクル
コストの低減

「ConSite Pocket」月次アクセスユーザ数 5,500 ユーザ 7,000 ユーザ

中古車のステータスチェンジ実施件数 3,000 件 4,200 件

「ConSite OIL」状態監視による
エンジンオイル交換実施率 80% 90%




